
第 3 版発刊にあたって

我が国の経済は緩やかな回復が続いておりましたが、米中の貿易摩擦による世界経済の

減速感により、先行きの不透明感が増しております。また少子高齢化により超高齢化社会

に突入し、何よりも問題視されているのが「生産年齢人口（15 歳から 64 歳）の減少」で

す。働き手世代の深刻な人手不足が製造業をはじめ各業種で大きな問題となっております。

政府としては、今年４月に「働き方改革」や外国人労働者の受け入れを拡大する「改正出

入国管理法」が施行するなど対策に乗り出していますが、日本の国内企業がいかに労働人

口の減少に対処すべきかが喫緊の課題となっております。

素形材産業の重要基盤業種の一つである金属熱処理業界では、こうした環境の中、技術

開発力や技術の伝承も重要な課題となっています。当組合としては、『ものづくりは人づく

りから』を合言葉に人材育成に力を注ぎ、階層別の講習会を企画実行するなど取組んで対

応してまいりました。

昨年、技術委員会で各講習会の位置づけについて検討し、今年度から一部の講習会の名

称を変更し開催することにいたしました。

具体的には、新入社員向けとして、「初級熱処理塾（旧人材養成講習会）」、実務経験２

年以上向けとして、「中級熱処理塾（旧初級熱処理塾）」、実務経験４年以上または現場のリ

ーダー向けの「実践型熱処理塾（旧中級熱処理塾）」、国家資格の金属熱処理技能士試験受

験対象者向けの「金属熱処理技能検定受験対策講習会」、高度な熱処理技術を持った熱処理

会社のリーダーまたは次期経営者を育てるための「製造中核人材育成講座」（熱処理マイス

ター育成）として取り組むことになりました。

今般、「中級熱処理塾」用のテキストとして内容の全面的な見直しを行いました。長く

お手元に置いてご活用されますよう期待しております。

最後になりましたが、当テキストの作成にあたり技術委員および講習会・テキスト検討

会の方々の多大な努力に深謝いたします。

令和元年６月

                             東部金属熱処理工業組合

                                 理事長 嶋崎 利行
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